
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年８月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,611戸（11）人　口　12,550人（10）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド
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男　6,010人（3）
女　6,540人（7）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

町内小学校プール浄化用として、EM 菌を寄附いただきました。 太田　哲朗 様（下加茂）
香典返し（金一封） 難波　昌徳 様（竹部）海士部　初子 様（下加茂）瀬能　育美 様（豊岡上）

愛育委員会活動報告 新山支部
　６月28日、御北小学校にて愛育委員、栄養委員による毎年恒例の「親子料理教
室」が開催されました。
　教室では、愛育委員から歯の大切さや噛むことの重要性をお話したあと、子ども
たちは歯磨きを行い、染め出し液で歯の磨き残しをチェックしました。赤く染まっ
た部分は再度丁寧にブラッシングを行いました。
　歯磨きを終えると、今度は親子で料理に取り掛かりました。今回は、栄養委員さ

んが考えた、歯によく、噛みごたえのある、巻きずし
や豆サラダ、デザートを作りました。
　親子でふれあいながら巻きずしを巻いたり、手元に注意しながら材料を切ってで
きあがった料理は、全員でおいしくよく噛んでいただきました。
　これからも健康づくりの活動に愛育委員もしっかり携わっていきたいと思いまし
た。

  材　料   作り方
①かぼちゃは、１㎝幅のくし切りにしたものをさらに４等分に切る。耐熱容器に入れ、レンジで５分ほど

加熱する。
②らっきょとゆで卵は、みじん切りにする。
③②にマヨネーズとらっきょ酢を混ぜ合わせタルタルソー

スを作る。
④かぼちゃをお皿に盛り付け、③のタルタルソースをたっ

ぷりかける。
⑤大葉はせん切り、プチトマトは４つ切りにして彩りよく飾

る。

かぼちゃのサラダ（２人分）

かぼちゃ…………………………………… 160ｇ
らっきょ……………………………………… 30ｇ
マヨネーズ…………………………………… 25ｇ
ゆで卵…………………………………… 1／２個
らっきょ酢…………………………………… 少々
大葉又はバジル…………………………… 適量
プチトマト…………………………………… ２個

料理名

エネルギー：175kcal　たんぱく質：3.5ｇ　カルシウム：30.3mg　食塩：0.6ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊とっても簡単！

らっきょとかぼちゃの相性にびっくり！
タルタルソースが甘口なので子どもも食べやすく、話題のらっきょもたっぷり
食べられます。ぜひ、試してみてくださいね。

★かぼちゃの栄養
　カロテンという栄養素がとても豊富に含まれています。
　このカロテンは、抗酸化作用により老化の原因となる活性酸素の発生や発がんの抑制作用もある優れものです。
　ただし、食べすぎると糖質が多いので太る原因のもととなってしまいますのでご注意ください。

上竹栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜かぼちゃ

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜野菜を食べよう！

広 報
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主な記事
・P02～特集　火災多発注意報！
　　　　　　　今年度火災が増加しています！　　　
・P08～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション 【ＫＵＭＡ宇宙の学校】
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■特　集 ■特　集

火災を未然に防ぐポイントとは？

ポ
イ
ン
ト
① 

～
家
庭
で
の
対
策
～

ポ
イ
ン
ト
② 

～
野
焼
き
な
ど
の
屋
外
で

　
　
　
　
　
　
　
火
を
扱
う
際
の
対
策
～

●�電気製品を使用しない時は、差し込みプラグを抜いておくとともに、定期的に乾いた布などで清掃
しましょう。

●��電気コードは重い物による踏みつけや折れ曲がりなどにより、コードが傷み出火する場合がありま
す。電気コードは束ねたまま使用しないようにしましょう。

●�ごみは夜間に捨てず、決められた日の朝に出しましょう。
●�建物の周囲に燃えやすい物を置かないようにしましょう。
●�調理中は、こんろから離れないようにしましょう。
●�こんろのまわりに可燃物を置かないようにしましょう。
●�着衣がこんろの火に触れないように注意しましょう。
●�寝たばこは絶対にやめましょう！

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？
　住宅用火災警報器は、火災が発生した際、煙や熱を感知し、音で知らせてくれる感知器です。住宅
火災の早期発見に大変有効な機器です。まだ設置されていない方は早めに設置をお願いします。
　また、住宅用火災警報器は、電池が切れていたり故障していたりすると、いざという時に効果を発
揮しません。日ごろからお手入れをして、定期的に動作確認をしましょう。
【お手入れ方法】
　�　警報器にホコリなどの汚れが付くと煙や熱を感知しにくくなります。汚れが目立っ
たら、乾いた布でふき取りましょう。

　町内の火災原因の多くを占める林野火災、枯れ草火災は、たき火、火入れの不始末など人為的
な要因によるものです。
　多くは、ちょっとした火の取り扱いの不注意により発生していることから、次のことを守りま
しょう。
●�強風時及び乾燥時にはたき火、野焼きをしないようにしましょう。
●�枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないようにしま
しょう。

●��たき火など火を扱う前には水を準備し、火を扱っている時はその場を離れず、
作業後は完全に消火しましょう。

●�たき火や野焼きをするときは周囲にも知らせ、一人で行わない。
●�タバコの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てをしないようにしましょう。

　林野火災、枯れ草火災の多くは人災です。私たち一人一人が気をつけることで未然に防ぐこと
ができます。火災防止のため、皆さまのご協力をお願いします。

万が一、火災になってしまった…。火災現場に居合わせてしまった…
局番なしの１１９番に電話をかけます。
①消防本部の係員が応答したら、通報の種類（火事、救急、救助など）を伝えてください。
②通報場所の住所と携帯電話の電話番号を正確に伝えてください。
　※通りがかりなどで正確な住所が分からない場合、最寄の目標物をできるだけ詳しく伝えてください。
　目標物の例：付近の交差点や通りの名前、電柱に書かれた地番、店舗の名称等
　※�携帯電話からの通報により、通報地点を管轄しない消防本部に電話がつながった

場合、通報地点を管轄する消防本部（実際に救急車や消防車が出動する消防本部）
へ、１１９番通報の転送（つなぎ替え）が行われます。

　※�１１９番通報を転送するとき、時間がかかる場合がありますので、通話を切らず
にお待ちください。

③通報後は、現場の近くの安全な場所にいてください。

火災多発注意報！
今年度火災が増加しています！

は
じ
め
に

火
災
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

吉
備
中
央
町
の
状
況

　

毎
年
多
く
の
火
災
が
発
生
し
、
多
く
の
尊

い
生
命
と
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
事
例
を
み
る
と
、
日
常
の
火
気
管

理
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
で
出

火
し
、
防
災
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
火
災
が
拡
大
し
、
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　

今
月
号
で
は
、
町
内
で
の
火
災
の
発
生
状

況
や
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
法
を
特

集
し
ま
す
。

　

火
災
は
一
人
一
人
の
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
農
繁
期
を
迎
え
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を
前
に
、
再
度
火

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
身
の
回
り
を
点
検
、

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
火
災
予
防
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
家
庭
で
取
り
組
め

る
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
の
過
去
３
年
間
の
火
災
件
数
は
毎
年

11
件
と
横
ば
い
の
状
況
で
し
た
が
、
本
年
度

10

11

12

13

14

H23 H24 H25 H26

件数

過去３年の火災発生件数の推移
（
７
月
１

日
現
在
）

は
13
件
の

火
災
が
発

生
。
昨
年

度
の
年
間

総
火
災
発

生
件
数
を

す
で
に
上

回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
火
災
発
生
に
つ
い

て
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
は
林
野
火
災
、
枯
れ
草
火
災

が
9
件
を
占
め
、
家
屋
火
災
、
車
両
火
災
が

そ
れ
ぞ
れ
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
特
徴
と
し
て
は
、
農
繁
期
な
ど
に

よ
く
行
わ
れ
る
枯
れ
草
の
焼
却
、
野
焼
き
な

ど
か
ら
山
林
へ
燃
え
広
が
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
発
生
し
た
火
が
山
な
ど
に
燃
え

移
っ
て
し
ま
う
と
、
市
街
地
で
の
火
災
と
は

異
な
る
地
理
的
、
地
形
的
条
件
に
よ
り
、
消

防
活
動
が
非
常
に
困
難
と
な
り
、
火
災
が
広

範
囲
に
及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
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６
月
27
日
、
賀
陽
庁
舎
で
夢
の

あ
る
町
定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま

し
た
。

　

山
本
町
長
が
「
吉
備
中
央
町
は

い
い
町
で
す
。
こ
の
町
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待
を

込
め
、
奨
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

込こ
み

山や
ま

和か
ず

宣の
り

さ
ん
・
宏ひ
ろ

美み

さ
ん
（
上
竹
）

　

藤ふ
じ

森も
り

主ち
か
ら税
さ
ん
・
有ゆ

希き

さ
ん
（
吉
川
）

　

酒さ
か

井い

克か
つ

也や

さ
ん
・
志し

穂ほ

さ
ん
（
田
土
）

　

香か

山や
ま

和か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
・
加か

奈な

さ
ん
（
和
田
）

　

難な
ん

波ば

和か
ず

紀き

さ
ん
・
晶し
ょ
う
こ子
さ
ん
（
加
茂
市
場
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

森も
り

光み
つ

康や
す

裕ひ
ろ

さ
ん
（
尾
原
）

　

杉す
ぎ

山や
ま

晶あ
き

子こ

さ
ん
（
細
田
）

　

田た

浦う
ら

智と
も

章あ
き

さ
ん
（
竹
荘
）

　
サ
チ
ダ
ナ
ン
ド
ク
ン
バ
ー
ル
世よ

志し

花か

さ
ん
（
竹
荘
）

　

難な
ん

波ば

晶し
ょ
う
こ子

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

清し

水み
ず

克か
つ

洋ひ
ろ

さ
ん
（
円
城
）

　

中な
か

空ぞ
ら

静し
ず

香か

さ
ん
（
田
土
）

　

田た

中な
か　

登の
ぼ
るさ

ん
（
吉
川
）

●
就
業
奨
励
金

　

石い
し

井い

沙さ

樹き

さ
ん
（
納
地
）

　

沓く
つ

掛か
け

裕ゆ

美み

さ
ん
（
案
田
）

　

森も
り　

俊し
ゅ
ん
ご伍
さ
ん
（
吉
川
）

　

山や
ま

元も
と

俊し
ゅ
ん
ご吾
さ
ん
（
吉
川
）

　

赤あ
か

木ぎ

眞ま

弥や

さ
ん
（
湯
山
）

■まちの話題 まちの話題■特　集 ■特　集

「
粗
食
の
す
す
め
」食
育
講
演
会

　

６
月
29
日
、
下
竹
荘
公
民
館

で
下
竹
元
気
だ
し
だ
し
交
流
会

「
地
域
声
か
け
・
ふ
れ
愛
・
支

え
愛
事
業
」（
町
保
健
課
・
下

竹
支
部
愛
育
委
員
会
共
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
下
竹
地
区
で
昔
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
川
合
神
社
献

灯
祭
の
だ
し
の
製
作
に
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

に
、
地
域
で
の
声
掛
け
や
、
つ
な
が
り
を
も
っ
と
広
げ
、
よ

り
良
い
町
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
町
保
健
師
が
「
身
近
な
人
の
不
調
に
気
づ

い
た
ら
声
掛
け
を
し
、
気
軽
に
窓
口
に
相
談
し
た
り
、
地
域

で
支
え
て
、見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
雷か

み
な
り
も
ん門

喜き

助す
け

先
生
に
よ
る
「
心
に
ユ
ー
モ
ア
を
！
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、
軽
快
な
口
調
に
た
く
さ
ん
の
洒
落
を

交
え
、
会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
地
域
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
や
体
操
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
「
粗
食
の

す
す
め
」
食
育
講
演
会
（
主
催
＝
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合

会
館
・
町
教
育
委
員
会
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
毎
日
の
食
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ

く
り
を
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
管
理
栄
養
士
の
幕ま

く

内う
ち

秀ひ
で

夫お

さ
ん
が
「
ご
は
ん

の
力
が
世
界
を
救
う
」
と
題
し
「
子
ど
も
は
砂
糖
や
油
が
多

い
も
の
を
欲
し
が
り
ま
す
。
幼
少
期
か
ら
与
え
る
の
で
は
な

く
、
与
え
る
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
を

外
で
し
っ
か
り
遊
ば
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
空
腹
は
最
大

の
ご
ち
そ
う
と
な
り
、健
全
な
食
生
活
を
教
え
て
く
れ
ま
す
」

と
子
ど
も
の
成
長
に
影
響
す
る
食
生
活
に
つ
い
て
熱
心
に
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
生
活
交
流
グ
ル
ー
プ
協
議
会
に
よ
る
く
さ
ぎ
な

か
け
め
し
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
郷
土
料
理
を
味
わ
い
ま

し
た
。

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を
交
付

下
竹
元
気
だ
し
だ
し
交
流
会

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成26年４月～平成26年６月末現在）
結婚祝金 　　　　５組
Ｉターン奨励金 ６世帯（18人）
Ｕターン奨励金 ３世帯（６人）
就業奨励金 　　　　５人

インタビュー

　
吉
備
中
央
町
内
の
火
災
の
状
況
や
防
火
対
策
に
つ
い
て
、
岡
山
市
西
消
防
署
吉
備

中
央
出
張
所
　
髙こ
う

坂さ
か

隆た
か
し

所
長
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
支
え
合
い
や
つ
な
が
り
が
、

�
火
災
予
防
や
人
命
救
助
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

岡
山
市
西
消
防
署
吉
備
中
央
出
張
所

に
つ
い
て

　

現
在
、
岡
山
市
西
消
防
署
吉
備
中
央
出
張

所
で
は
22
名
の
職
員
、
ポ
ン
プ
車
１
台
、
救

急
車
1
台
体
制
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
足
守

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
建
部
出
張
所
な
ど
の
隣
接

す
る
署
と
も
連
携
し
、
山
林
な
ど
の
大
規
模

火
災
時
に
は
消
防
ヘ
リ
（
も
も
た
ろ
う
）
が

出
動
す
る
な
ど
、24
時
間
３
６
５
日
、消
防
、

救
急
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
火
災
予
防
啓
発
活
動
は
も

と
よ
り
、
小
中
学
校
で
救
急
法
の
講
習
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
火
災
の
状
況
、
傾
向
は
？

　

昨
年
は
11
件
だ
っ
た
火
災
件
数
も
、
今
年

に
入
っ
て
早
く
も
13
件
と
、
非
常
に
火
災
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
な
ど
が
原

因
で
発
生
し
た
も
の
が
顕
著
で
、
今
年
発
生

し
た
火
災
の
う
ち
９
件
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

岡
山
市
消
防
署
管
内
に
お
い
て
も
、
人
口

比
に
す
る
と
、
吉
備
中
央
町
は
や
や
多
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

傾
向
と
し
て
は
、
春
の
生
活
が
慌
た
だ
し

い
時
期
や
農
繁
期
が
多
く
、
作
業
す
る
際
に

草
を
ま
と
め
る
な
ど
の
手
順
を
行
わ
な
か
っ

た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
休
耕
田

や
山
林
の
火
災
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
火
災
に
つ
い
て
は
、
温
水
器
な
ど
の

普
及
に
よ
り
直
火
を
扱
う
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
お
風
呂
の
か
ま
ど
や
て
ん
ぷ

ら
の
調
理
な
ど
に
よ
る
火
災
は
依
然
と
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
を
予
防
す
る
た
め
の
対
策
は
？

　

各
家
庭
で
は
、
部
屋
の
中
や
家
の
周
り
の

整
理
整
頓
、
可
燃
物
を
火
気
の
近
く
に
置
か

な
い
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の
掃
除
を
行

う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
消
防
、
救

急
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
、
救

助
が
で
き
る
の
は
身
近
な
人
や
地
域
の
方
た

ち
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
近
所
で
た
き
火
が

始
ま
っ
た
な
、
あ
の
お
家
に
住
ん
で
い
る
お

ば
あ
さ
ん
の
体
調
は
ど
う
だ
ろ
う
か
な
ど
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
つ
な
が
り
が
火
災
の

予
防
、
人
命
救
助
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
出
張
所
は
防
火
相
談
所
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
実
際
火
を
扱
う
時
に
こ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
、
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
、

野
焼
き
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
皆
さ
ん
と
い

ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
で
、
火
を
取
り
扱

う
際
に
注
意
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
地
域
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
ふ

れ
あ
い
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
署
員

に
も
地
域
の
方
た
ち
に
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け

を
積
極
的
に
行
う
よ
う
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
署
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私たちの尊い生命と財産を守るため、防火に対する重要
性を再度十分認識し、火災が発生しないよう努めることが
大切です。

平成26年度　全国統一防火標語

「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　　　　　　　　　☎０８６６ー５４ー１３１３
　　　　　　　　　岡山市西消防署　吉備中央出張所　☎０８６７－３４－０１１９
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吉
備
中
央
町
合
併
10
周
年
記
念

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会

�

開
催
記
念
ボ
ー
ル
贈
呈
式

銀
河
カ
フ
ェ

吉
備
中
央
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

伝
承
発
掘
講
座

　

７
月
13
日
、
ロ
マ
ン
高

原
か
よ
う
総
合
会
館
で

「
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
４
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ヒ
ッ

ト
曲
の「
恋
し
く
て
」や
、

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
出
身
地
で

あ
る
沖
縄
県
に
ち
な
ん
だ

「
竹
富
島
で
会
い
ま
し
ょ

う
」
な
ど
計
23
曲
を
満
員

の
観
客
の
前
で
演
奏
。
観

客
は
、
立
ち
上
が
っ
て
手
拍
子
を
送
り
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
同
会
場
前
で
町
内
の
商
工
関
係
者
で
構

成
す
る
「
し
ん
ま
ち
あ
き
ん
ど
」
に
よ
る
い
の
し
し
焼
き
そ

ば
や
沖
縄
県
の
特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、
買
い
求
め
る
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
、
ロ
マ
ン
高
原

か
よ
う
総
合
会
館
で
銀
河
カ

フ
ェ
（
町
図
書
館
・
吉
備
中

央
町
お
は
な
し
や
共
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
遠
の
人
気
作

家
で
あ
る
宮
沢
賢
治
の
作
品

を
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
物
語
の
世
界
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
、
本
や

読
書
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
吉
備
中
央
町
お
は
な
し
や
に
よ
る
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」の
朗
読
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
準
備
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
、

朗
読
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
銀
河
カ
フ
ェ
は
、
11
月
ま
で
の
第
２
金
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
６
日
、
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
吉
備
中
央
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
主

催
＝
町
体
育
協
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、雨
に
よ
る
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
、軟
式
野
球
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
４
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
恒
例
の
う
ど
ん
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
軟
式
野
球
（
参
加
４
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
：
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｉ

　

準
優
勝
：
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｓ

　

３　

位
：
球
遊
ク
ラ
ブ

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
の
部
・
参
加
９
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
：
ｉ
ｖ
ｏ
ｒ
ｙ
（
さ
ゆ
り
）

　

準
優
勝
：
ｉ
ｖ
ｏ
ｒ
ｙ
（
め
ぐ
み
）

　

３　

位
：
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
１

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
熟
年
の
部
・
参
加
４
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
：
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

　

準
優
勝
：
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

　

３　

位
：
コ
ー
チ
ャ
ン
チ
ー
ム

　

６
月
16
日
、
大
和
郵
便
局
か

ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
の
開
催
記
念

公
式
球
「
ブ
ラ
ズ
ー
カ
」
の
レ

プ
リ
カ
ボ
ー
ル
が
大
和
小
学
校

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
郵
便
は
、
２
０
１
４
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
を
応
援
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
公

式
球
の
レ
プ
リ
カ
を
地
域
の
小
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
銅ど

う

山ざ
ん

尚な
お

之ゆ
き

局
長
が
「
明
る
く
元
気
な
大
和

小
学
校
の
皆
さ
ん
で
仲
良
く
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
校
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の
阿あ

部べ

平た
い

良ら

く

ん
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
み
ん
な
の
信
頼
や
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
、
体
育
の
授
業
や
、
休

憩
時
間
の
遊
び
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
18
日
、
ハ
ー
ト
オ
ブ
お
か
や
ま
会
館
で
伝
承
発
掘
講

座
（
主
催
＝
町
図
書
館
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
薄
れ
て
い
く
民
話
や
地
域

に
根
ざ
し
た
風
習
、行
事
な
ど
の
言
い
伝
え
を
聞
き
取
り
し
、

後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
岡
山
民
族
学
会
名
誉
理
事
長
の
立た

て

石い
し

憲の
り

利と
し

さ
ん
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
講
座
で
は
「
親
や
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
が
子
ど
も
に
昔
話
を
聞
か
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
初
め
て
言
葉
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
関
係
を
つ
く

る
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
立
石
先
生
を
囲
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
伝

わ
る
武
者
墓
や
火
の
玉
な
ど
の
不
思
議
な
話
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
内
各
地
で
の
民
話
や
言
い
伝
え
の
聞
き
取

り
を
来
年
度
の
ま
と
め
に
向
け
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
各
図
書
館
、
公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
詳
細
は
広
報
き
び

ち
ゅ
う
お
う
７
月
号
の
出
会
い
の
扉
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
小
学
生
の
部
・
参
加
５
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
：
弱
く
て
も
勝
て
ま
す

　

準
優
勝
：
つ
が
モ
ン�

　

３　

位
：
御
北
ボ
ー
イ
ズ

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
参
加
28
ペ
ア
）

　

優　

勝
：
石い

し

井い

宝た
か

準し

・
難な
ん

波ば

海か
い

斗と　

ペ
ア

　

準
優
勝
：
福ふ

く

田だ

慎し
ん

也や

・
土ど

井い

将し
ょ
う

平へ
い　

ペ
ア

　

３　

位
：
生な

ま

江え

英ひ
で

樹き

・
秀ひ
で

川か
わ

和か
ず

江え　

ペ
ア

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
参
加
１
２
６
名
）

　

優　

勝
：
清き

よ

原は
ら　

保た
も
つ

　

準
優
勝
：
樋ひ

口ぐ
ち

久ひ
さ

郎お

　

３　

位
：
橋は
し

本も
と

知と
も

彦ひ
こ

　

４　

位
：
小お

田だ

幹み
き

子こ

　

５　

位
：
難な
ん

波ば

紀き

美み

香か

　

６　

位
：
禰ね

元も
と

春は
る

枝え

　

７　

位
：
植う
え

田だ

美よ
し

大お

　

８　

位
：
山や
ま

本も
と

由ゆ

起き

子こ

　

９　

位
：
片か
た

岡お
か

怜れ
い

子こ

　

10　

位
：
植う
え

木き

末す
え

正ま
さ
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・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

９
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年９月25日（木）
午前９時～正午

会場 納地公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
９
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
９
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

　
　

消
費
生
活
相
談
会

お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

年
金
相
談
会

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

も
し
も
マ
ム
シ
に

�

噛
ま
れ
た
ら

「
吉
備
中
央
町
企
業
ガ
イ
ド
」

�

が
完
成
し
ま
し
た

　

マ
ム
シ
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活

発
に
な
り
、
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
時
は
あ
わ
て
ず
に

●�

体
を
動
か
す
と
毒
の
ま
わ
り
が
早
く
な
る

た
め
、
安
静
に
し
ま
す
。

●�

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
部
分
を
ひ
も
か
布

で
軽
く
し
ば
り
ま
す
。

●�

可
能
で
あ
れ
ば
、
血
を
絞
り
出
し
な
が
ら

水
で
洗
う
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
処
置
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●�

事
前
に
医
療
機
関
と
連
絡
を
と
り
、
安
静

な
状
態
を
保
ち
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

町
内
で
マ
ム
シ
の
血
清
が
あ
る
医
療
機
関

は
次
の
２
か
所
の
医
療
機
関
で
、
い
ず
れ

も
診
療
時
間
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

【
医
療
機
関
名
】

　

木
戸
医
院

　
　

上
竹
５
８
４

－

３

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
２
２
１

　

吉
備
高
原
ル
ミ
エ
ー
ル
病
院

　
　

宮
地
３
３
３
６

－

15

　
　
　
　

☎
０
８
６
６

－

５
５

－

５
３
３
１

　

緊
急
時
に
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
近
隣
の

救
急
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

　

雇
用
と
定
住

の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に

作
成
し
た
「
吉

備
中
央
町
企
業

ガ
イ
ド
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

分
野
別
に
町

内
44
社
の
会
社

概
要
や
、
企
業

マ
ッ
プ
、
先
輩

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

町
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
お
考
え
の
方
、

お
子
様
が
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

ぜ
ひ
参
考
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
冊
子
設
置
場
所
】

　

賀
陽
庁
舎
、
加
茂
川
庁
舎

　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　

吉
川
支
所
、
大
和
支
所
、
井
原
出
張
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

定
住
促
進
課　

定
住
促
進
班

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
６

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
９
月
４
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

平
成
26
年
９
月
18
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

９月１日は「防災の日」、毎年８月30日から９月５日は「防災週間」
　防災の日は、防災関係機関をはじめ、広く国民が台風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波など
の災害についての認識を深め、これらに対する備えの充実・強化を図り、災害の未然防止と被害の軽
減を目的として、昭和35年に創設されました。
　また、昭和57年からは、９月１日の「防災の日」を含む１週間を防災週間と定め、防災知識の普及
と防災意識の高揚に努めています。

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

　毎年、全国で、地震や台風などによる災害が発生しています。大切な命や財産を守るため、日頃
から防災について考えましょう。

●風水害や土砂災害に備えて
・台風や大雨に関する情報をよく聞く。
・懐中電灯、電池、ラジオなどの持ち出し品、
　飲用水を用意する。
・屋外のもので、飛ばされそうなものは固定するか室内へ移動する。
・土砂崩れや河川の増水に注意する。
・家族で避難場所、避難経路を確認する。

避難勧告が出ていなくても、大雨警報が発令されたり、周辺地域で避難勧告が出たときな
どには、自主的に避難準備をしましょう。

音声告知放送を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験

　　吉備中央町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ
ジェイ
－Ａ

ア ラ ー ト
ＬＥＲＴ）（※）

から送られてくる国からの緊急情報を、確実に町民の皆さまへお伝えするため、音声告知放送を用いた
情報伝達訓練を行います。
　吉備中央町が当日実施する試験は次のとおりです。

情報伝達手段 内　　容

音声告知放送

音声告知放送の端末で、次の放送内容が放送されます。
　【放送内容】
　　　上りチャイム音　
　　　「これは、テストです」×３回
　　　下りチャイム音

注）吉備中央町以外の地域でも、全国的にさまざまな情報伝達訓練が実施されます。

 （※）�Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波
や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる緊急情報
を人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステム
です。

【お問い合わせ先】
　　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

実施日については、決まり次第 告知放送でお知らせします。
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特定外来生物 を知っていますか？②
シリーズ

オオクチバス（ブラックバス）編特定外来生物とは？
　もともとその地域にいなかったのに、人間活動によって他地域から入ってきた生物の中で、生態系、人の生命・
身体、農林水産業へ被害を及ぼす恐れがあるものとして「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関す
る法律」により、指定された生物のことです。

●分　布　
　�　アメリカ合衆国東部、メキシコ北部原産。日本全国に分布。
　�　岡山県では全域にみられ、特に中部と南部に多くみられま
す。

●特　徴
　�　大きいものでは体長50㎝を超えます。体に黒色の斑が多数
あり、尾鰭後縁も黒く、水面上からも目立ちます。

　　流れが緩やかな河川や湖沼に生息し、繁殖期は５月から７月です。
　�　オオクチバス（ブラックバス）は魚食性が強く、河川や湖沼の生態系を崩してしまい小規模な水
域では希少淡水魚が絶滅した例もあります。

　このような特定外来生物は、飼育や保管、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されており、違
反すると罰金などが科せられる場合があります。
　釣ったら原則として殺処分となります。処分については、他人の迷惑にならないようその場に放置
せず持ち帰り処分してください。
　　参考…外来生物法（環境省ホームページ）　http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６

“住みなれた地域で安心して生活するために”

№１
　吉備中央町では、「病気になっても、介護が必要になっても住み慣れた地域で、必要なサービスが受けられ、
安心して自分らしい生活ができる」地域にするため、在宅医療連携拠点事業に取り組んでいます。
　今年度の活動としては、在宅医療連携拠点事業推進委員会を設置し、保健・福祉・医療の多職種の連携や研修
会、町民向けの講演会や座談会などを開催します。活動では、在宅医療・介護の連携の必要性や地域の課題につ
いて意見交換を図りながら、在宅医療・介護連携に向けて理解を深めていきます。今後行われる事業につきまし
ては、随時広報紙等でお知らせしますので、町民皆さまの積極的なご参加をお願いします。

「人を看取る町」徳
とく

永
なが

　進
すすむ

 先生講演会のご案内
～誰にでも訪れる人生の最期について考えてみませんか～

●日　時　平成26年９月６日㈯　13：15開会（吉備中央町社会福祉大会に併せて実施します）
●場　所　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
●入場料　無料
●講師プロフィール
　　徳永　進［野の花診療所・医師］
　�　1948年、鳥取県生まれ。京都大学医学部卒業後、京都、大阪の病院・診療所を経て、鳥取赤十字病院の内
科医として勤務。1992年、地域医療への貢献で、第一回若月賞を受賞。2001年、鳥取市内にホスピスケアの
ある診療所「野の花診療所」を開設し、現在に至る。生と死の現場に身を置きながら、人々の最期の日々を
支え続ける医師。医療の現場から発信するエッセイやノンフィクションを多数執筆。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

～第２回「吉備中央町子ども・子育て会議」～レポート

　平成26年６月17日、子育て支援当事者等で構成される子ども・子育て会議を開催し、子ども

子育て支援計画策定ニーズ調査の結果並びに認定こども園の概要について説明しました。

　就学前の保護者を対象に行ったニーズ調査結果では、多くの方が地域子育て拠点、預かり保

育や延長保育、病児保育の利用を望まれる声がありました。

　現状の入園者数については、保育園では年度当初の待機児童はいないものの、中途入園の申

し込みが多く、受け入れが困難になっていますが、幼稚園３園では20名以下となっており、定

員数の29％止まりとなっています。

　こうしたなか、出生数に関しましては、毎年ゆるやかな減少傾向ではありますが、当面大幅

な減少には至らないという推計になっています。

◎認定こども園とは
　国が推進している「認定こども園」については、幼稚園と保育園の両方の良さを併せ持つ施
設で、３歳までは保育、３歳以上５歳までの園児については、学校教育・保育を提供する施設
です。
　実現に向けては、現行課題の解消や財政面からも検討が必要となります。

　平成27年４月から、子ども・子育て支援新制度が始まります。

　この制度改革により何がどう変わり、どう良くなるのか、また、認定こども園や吉備中央町

の取り組みなどを、お知らせするパンフレットをお配りしておりますので、ご覧ください。

●�次回の吉備中央町子ども・子育て会議では、「子ども・子育て支援事業計画」素案などにつ

いて協議しご意見をお聴きする予定です。

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎０８６６－５４－１３２６

※委員からの質問について（抜粋）

質　問・意　見 回　　答

認定こども園になると３歳から５歳までは
１学級になるのか。

学年別で35人までは１人の教諭が基本と
なるが、町内の出生数、在園児数から考え
ても１学級35人にはならないと考えてい
ます。

しばらくは認定こども園になることはない
のか。町として一定の目標があるのか。

認定こども園に向けての方向性は国も示し
ているので、町としてもその推進に向けて
進むようになります。

地域での説明会を開催しては。 認定こども園実現に向けての準備が整えば
開催する予定です。

　在宅医療連携拠点事業の取り組み
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吉備中央町育英資金〈奨学金〉
奨学生募集（下半期）

　吉備中央町では、勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な高校生、大学生等
に対して、無利子で奨学金の貸付を行っています。貸付終了後は貸付額を全額返還してい
ただくこととなります。希望される方はお申し込みください。今回の募集で貸付が決定し
た方は、10月分からの貸付となります。

＊�申請書様式は吉備中央町ホームページからダウンロードできます。また、教育委員会、
住民課、加茂川総合事務所、各支所、出張所、総合福祉センターにも準備しております。

＊�申請には２人以上の連帯保証人が必要です。連帯保証人は親権者等を除く方で、原則と
して吉備中央町に住所を有し、連帯保証人それぞれが別の世帯の方としてください。や
むを得ず町外在住者となる場合は、所得証明書を添付してください。貸付が決定した方
には奨学金貸付決定通知書をお送りします。通知を受けた日から15日以内に本人、親権
者等、連帯保証人が連署した誓約書と親権者等、連帯保証人の印鑑登録証明書を提出し
ていただきます。

＊�この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、加茂川総合
事務所、各支所、出張所、総合福祉センターで随時、ご寄附を受け付けています。

高等学校等［高等学校、特別支援学校の高等部］
　学　費　　月額２０，０００円
　通学費　　月額１５，０００円

その他の学校［大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校、
　　　　　　 専修学校（高等専修学校および専門学校）］
　学　費　　月額３０，０００円

教育委員会　教育総務班
平成26年９月１日（月）～９月19日（金）〈必着〉
奨学金貸付申請書
在学校長が証明した成績証明書・在学証明書・世帯全員の住民票
世帯全員の所得証明書
通学費貸付希望の場合は、公共交通機関が発行する定期券

貸 付 額

申 込 先
受付期間
必要書類

【お問い合わせ先】　　教育委員会　教育総務班　☎0866－56－9191

水道課からのお知らせ
◦給水装置の修理について
　給水装置とは、配水管からご家庭に引き込んでいる配水管や蛇口などの器具のことを言います。
　水道メーターから配水管側（Ａ）については、水道課が修理を行います。
　水道メーターから宅内側（Ｂ）の給水装置の修理や取替の費用はお客様のご負担となります。
　※水道メーターボックスやフタの破損についてはお客様のご負担になります。

　また、町では、毎月初めに検針員が訪問し水道メーターの検針を行っています。正確な検針のため
にいつも見やすい状態になるようご協力をお願いいたします。
　水道メーターは、計量法で定められた有効期限（８年）で取り替えています。交換については毎年
対象になるご家庭へ事前にお知らせしており、吉備中央町の指定給水装置工事業者がご家庭へ訪問し
て無料で行っております。作業中はご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願い
いたします。

◦水道料金のお支払いは便利な口座振替で！
　口座振替は、ご指定の口座から自動的に支払いができるので大変便利です。ぜひご利用ください。
　○振替できる金融機関
　　中国銀行、トマト銀行、備北信用金庫、岡山市農業協同組合、
　　びほく農業協同組合、ゆうちょ銀行
　○口座振替のお申し込みに必要なもの
　　預貯金通帳
　　金融機関等への届出印
　○手続きできる場所
　　預貯金口座のある金融機関

◦水道課職員を装った調査・修繕工事に注意！
　水道課から次のような連絡や訪問は行っていませんのでご注意ください。
　・お客様から依頼のない修繕工事・水質検査
　・お客様のご家庭の給水器具の清掃・点検・取替
　※�水道課職員または委託業者を名乗る訪問があった際は、身分証明書の提示を求め、安易に家に入

れないでください。
　　不審に思われたときは、すぐに水道課上水道班までご連絡をお願いします。

【お問い合わせ先】　　水道課　上水道班（吉川4382）　☎0866－56－7134
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

岡
山
県
農
業
大
学
校
の
平
成

27
年
度
学
生
募
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

募　

集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
26
年
度
の
防
衛
大
学

校
・
防
衛
医
科
大
学
校
・
防
衛
医
大
看
護
学

科
の
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
受
験
種
別
】

○�

防
衛
医
大
看
護
学
科
（
自
衛
隊
で
の
看
護

師
を
養
成
、
修
学
年
限
４
年
）

○�

防
衛
大
学
校
（
幹
部
自
衛
官
を
養
成
、
修

学
年
限
４
年
）

○�

防
衛
医
科
大
学
校
（
自
衛
隊
で
の
医
師
を

養
成
、
修
学
年
限
６
年
）

【
受
験
資
格
】

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳
未
満

【
受
付
期
間
】

　

平
成
26
年
９
月
５
日
㈮
～
９
月
30
日
㈫

【
試
験
日
】

○
防
衛
医
大
看
護
学
科

　

平
成
26
年
10
月
18
日
㈯

○
防
衛
大
学
校

　

推
薦
：
平
成
26
年
９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　

総
合
選
抜
：
平
成
26
年
９
月
27
日
㈯

　

一
般
（
前
期
）

　
　

平
成
26
年
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

○
防
衛
医
科
大
学
校

　

平
成
26
年
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

※�

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

〒
７
１
６

－

０
０
４
５

　

高
梁
市
中
原
町
１
４
２
０

－
２

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－
２
３
１
４

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/okayam

a/

司
法
書
士
に
よ
る
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め

の
成
年
後
見
制
度
相
談
会
・
説
明
会
開
催

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
及
び
公
益
社
団
法
人

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

岡
山
県
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
、
成
年
後

見
に
関
す
る
相
談
会
・
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
程
・
内
容
】

　

平
成
26
年
９
月
15
日
（
月
・
祝
日
）

○
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相

　

談
会

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
相
談
料
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

※�

相
談
内
容
は
法
律
に
よ
り
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

○�

成
年
後
見
制
度
と
財
産
管
理
に
関
す
る
説

明
会

　

１
回
目　

午
前
10
時
か
ら
11
時

　

２
回
目　

午
後
１
時
か
ら
２
時

※
ベ
テ
ラ
ン
司
法
書
士
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
会
場
】

　

岡
山
市
司
法
書
士
会
館

　

岡
山
市
北
区
駅
前
町
２

－

２

－

12

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
岡
山
県
支
部

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

０
４
７
０

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》�

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
84
名
）

「
三
光
」

　

人　
富
士
五
湖
に
富
士
が
映
っ
た
水
鏡�

難
波　
　

聖

　

地　
花
た
ち
が
生
き
生
き
し
て
る
水
や
り
で�

藤
原　

楓
斗

　

天　
水
清
き
ふ
る
さ
と
の
川
守
ろ
う
よ�

西
崎　

生
時

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》�

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
135
名
）

「
三
光
」

　

人　
大
地
に
緑
は
ぐ
く
む
雨
の
水�

林　
　

拓
夢

　

地　
水
や
り
で
人
の
心
に
笑
顔
咲
く�

明
神　

直
輝

　

天　
雨
あ
が
り
輝
く
虹
と
水
た
ま
り�

堀　
　

健
聖

《
一
般
の
部
》�

平
山　
三
鶴
選
（
投
句
者
30
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

朝
一
杯
五
感
を
癒
す
水
を
飲
む�

中
川
つ
や
子

　
　
　

水
恋
し
季
節
に
水
の
怖
さ
知
る�

海
士
部
節
子

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
入
り
で
す
か
止
め
ま
す
か�

大
月　

義
之

　
　
　

絵
手
紙
に
水
分
補
給
添
え
て
あ
り�

小
川
美
江
子

　
　
　

家
よ
子
よ
た
ゆ
ま
ぬ
母
の
水
車�

宮
脇　

和
恵

「
三
光
」

　

人　
母
の
愛
と
汲
め
ど
尽
き
な
い
岩
清
水�

平
井　

綾
子

　

地　
行
く
度
に
心
潤
す
郷
の
水�

浅
田　

君
子

　

天　
愚
痴
の
数
水
に
流
し
て
明
日
の
糧�

早
原
登
美
子

＊９月の課題は「長い」、10月の課題は「朝」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

急
速
に
老
い
深
ま
り
ぬ
現
状
に
己
れ
を
律
し
刻
を
惜
し
ま
ん�

土
居　

於
栄

は
か
な
く
も
逝
き
に
し
友
を
偲
ぶ
れ
ば
耳
元
に
有
り
あ
の
笑
い
声�

土
居　

照
代

な
の
ち
ゃ
ん
は
澄
ん
だ
眼
に
光
を
湛
え
た
だ
一
心
に
マ
マ
を
見
て
笑
む�

河
内　

晶
子

田
は
青
く
空
に
広
が
る
雨
雲
の
紫
陽
花
今
日
も
美
し
き
か
な�

小
谷　

仁
美

川
床
の
草
が
刈
ら
れ
て
鴨
の
巣
が
あ
ら
は
に
見
え
る
残
る
卵
も�

難
波　

良
子

枝
は
さ
け
支
え
な
く
て
は
立
て
な
く
も
尚
花
咲
か
す
ラ
ベ
ン
ダ
ー
か
な�

山
本　

豊
子

又
一
人
級と

友も

の
訃
報
聞
く
雨
の
朝
や
る
気
の
お
き
ぬ
朝
の
起
床
に�

国
只
由
紀
子

母
の
と
し
日
ご
と
に
近
く
な
る
気
配
残
さ
れ
た
刻
を
真
摯
に
う
け
る�

中
山　

文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
７
月
秀
句　

題
「
水
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

吉
川
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

◎
御
北
地
区
民
運
動
会

　

■
日
時
／
9
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

　

■
場
所
／
御
北
小
学
校
運
動
場

　

※
雨
天
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

◎
天
然
酵
母
パ
ン
＆
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
教
室（
第
２
回
）

　

天
然
酵
母
を
使
っ
た
風
味
豊
か
な
体
に
優

し
い
パ
ン
作
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
！

　

ご
家
庭
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
も
簡
単
に
優
し

く
焼
け
ま
す
。

　

新
鮮
な
ハ
ー
ブ
を
入
れ
て
、
香
り
と
テ
イ

ス
ト
で
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

き
っ
と
素
敵
な
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

　

■
日
時
・
場
所

　
　

９
月
25
日
㈭
・
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

10
月
23
日
㈭
・
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　
　

11
月
27
日
㈭
・
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
て
ふ
き

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
申
込
締
切

　
　

�

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

　

■
定
員
／
15
名

◎�

い
き
い
き
体
操
教
室

　

■
日
時
／
９
月
３
日
㈬
・
10
月
８
日
㈬

　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　

■
場
所
／
豊
野
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

　

■
参
加
費
／
３
０
０
円

　

■
講
師
／
Ｏ
Ｓ
Ｋ
健
康
運
動
指
導
士

※�

運
動
の
で
き
る
服
装
と
水
分
補
給
の
飲
み

物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
豊
野
地
区
体
育
祭

　

■
日
時
／
９
月
21
日
㈰
午
後
１
時
～

　

■
場
所
／
豊
野
小
学
校
運
動
場

　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◎�

下
竹
地
区
体
育
祭

　

■
日
時
／
9
月
21
日
㈰
午
後
１
時
～

　

■
場
所
／
下
竹
荘
小
学
校�
運
動
場

　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◎�

吉
川
地
区
球
技
大
会

　

■
日
時
／
9
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～

　

■
競
技
種
目
・
会
場

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
旧
吉
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ト
リ
ム
バ
レ
ー
・
旧
吉
川
中
学
校
体
育
館

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
吉
備
高
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大

学
校
で
は
、
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

【
受
験
資
格
】

○
推
薦
入
試

　

�　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
27
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
及
び
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
で
、
先
進
的
農
業
を
実
践
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
者
で
県
内
で
の
就
農
意
欲
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
者

○
一
般
入
試

　

�　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
27
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
及
び
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
で
、
県
内
で
農
業
を
実
践
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
者

【
募
集
人
員
】
35
名
（
推
薦
入
学
は
20
名
程
度
）�

【
修
業
期
間
】
２
年

【
課
程
】
園
芸
課
程
（�

果
樹
・
野
菜
・
花
き

の
各
コ
ー
ス
）

　
　
　
　

畜
産
課
程
（
和
牛
コ
ー
ス
）�

【
願
書
受
付
】

○
推
薦
入
試

　

平
成
26
年
８
月
27
日
㈬
～
９
月
10
日
㈬

○
一
般
前
期

　

平
成
26
年
10
月
８
日
㈬
～
10
月
22
日
㈬

○
一
般
後
期

　

平
成
27
年
１
月
５
日
㈪
～
１
月
14
日
㈬

【
入
学
試
験
】

○
推
薦
入
試　

平
成
26
年
９
月
27
日
㈯

○
一
般
前
期　

平
成
26
年
11
月
５
日
㈬

○
一
般
後
期　

平
成
27
年
１
月
28
日
㈬

【
試
験
会
場
】

　

�

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大

学
校

【
合
格
発
表
】

○
推
薦
入
試
／
平
成
26
年
10
月
８
日
㈬

○
一
般
前
期
／
平
成
26
年
11
月
19
日
㈬

○
一
般
後
期
／
平
成
27
年
２
月
６
日
㈮

※�

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
た
は
、
最
寄
り
の

農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校

　

〒
７
０
１

－

２
２
２
３

　

赤
磐
市
東
窪
田
１
５
７

�

☎
０
８
６

－

９
５
５

－

０
５
５
０
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秋の交通安全県民運動が実施されます。

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６７ー２４ー０１１０岡山市西消防署吉備中央出張所（竹部2164－61）　☎０８６７ー３４ー０１１９

農
業
を
始
め
た
い
方
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
！

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
教
育
相
談

　

県
内
で
本
格
的
に
農
業
を
始
め
た
い
方
を

対
象
と
し
た
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
就
農
セ

ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
」
を
９
月
27
日
㈯
に
岡
山

市
北
区
駅
前
町
の
「
サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
で
は
、
農
業
を

始
め
る
た
め
の
準
備
、
新
規
就
農
し
た
先
輩

農
業
者
の
体
験
談
、
研
修
制
度
（
新
規
就
農

研
修
）
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
研
修
生

の
受
け
入
れ
地
域
の
説
明
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
ベ
テ
ラ
ン
の
相
談
員
か
ら
就
農
に
向
け

た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

研
修
制
度
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
な
ど
は
す
べ
て
無
料
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林

漁
業
担
い
手
育
成
財
団
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

公
益
財
団
法
人　

岡
山
県
農
林
漁
業
担
い

手
育
成
財
団

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
２
３

　

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
幼
児

や
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
発
達

を
図
る
た
め
、
学
習
、
進
路
、
不
登
校
、
い

じ
め
、
発
達
や
障
害
な
ど
の
教
育
上
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
本
人
や
保
護
者
お
よ
び
教
職

員
な
ど
に
対
し
、
面
接
相
談
や
電
話
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

○
面
接
相
談
（
予
約
制
）

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

※
火
曜
日
の
み
午
後
１
時
～
午
後
７
時

　

※
１
回
の
相
談
時
間
は
１
時
間
で
す
。

○
医
師
に
よ
る
教
育
相
談
（
予
約
制
）

　

原
則
、
毎
月
第
４
水
曜
日

　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

　

※�

精
神
科
の
医
師
が
相
談
・
助
言
を
行
い

ま
す
。

○
電
話
相
談

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
火
曜
日
の
み
午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

○
学
校
生
活
・
家
庭
教
育
に
関
す
る
こ
と

　

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
生
徒
指
導
部

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
１
５

○
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
関
す
る
こ
と

　
岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
部

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
１
７

　９月21日から30日までの10日間、秋の交通安全県民運動が実施されます。
　例年、この時期から年末にかけて、夕暮れ時・夜間の交通事故や飲酒運転による事故が多発する傾向にあ
ります。
　吉備中央町内では、追突事故や道路横断中の歩行者が事故に巻き込まれる事件が発生しています。車を運
転する方は、しっかりと前方を見て運転を、道路を歩く方は車の通行に注意しながら、道路右端を歩いてく
ださい。

　右からの車は45m以内、左からの車は
90ｍ以内だとはねられてしまいます。

【距離の目安】
　５ｍ…センターライン（破線）の長さ
　45m…普通乗用車約10台分

救 急 車 の 適 正 利 用
　急性心筋梗塞や脳卒中、大量の出血を伴うけがでも、救急車を呼ぶのをためらってしまうことがあります。
　重大な病気やけがの場合には、ためらわずに救急車を呼んでください。
　一方で、軽傷で救急車を呼んでしまうこともあります。近年、救急車の出動件数・搬送人員はともに増えてお
り、救急隊の到着に時間がかかっています。症状に緊急性がなくても、「交通手段がない」、「どこの病院に行け
ばよいか分からない」等の理由で救急車が呼ばれることもあります。
　吉備中央町役場が発行する「くらしのカレンダー」に休日当番医が記載されています。そちらも活用してくだ
さい。

★ 熱 中 症 に 注 意 ★
・気温が30度以上（真夏日）の日は、屋外での運動及び活動には注意する。
・35度以上（猛暑日）の日は、屋外での運動はなるべく避ける。
・25度以上（熱帯夜）の日は睡眠中にも生じるので、エアコンを使用する。
　（特に高齢者、乳幼児）
・雨上がりで27度以上の、高温多湿の環境になる時も注意する。
≪対処法≫
・涼しい場所に移動させ、仰向けにさせる。
・スポーツドリンク、食塩水（１ℓの水に１ｇ～２ｇの食塩）などを飲ませる。
・汗をかいた服を緩める、もしくは脱がせる。
・冷たいものを首、腋（わき）の下、股にあてる。　etc.

●手足が硬直して
　いる

●激しい咳やゼ
　ーゼーして呼
　吸が苦しく顔
　色が悪い

●激しい下痢や嘔
　吐で食欲がない

●激しい痛みで苦
　しがる

●便に血が混じっ
　ている

●頭を痛がって、
　けいれんがある

●頭をぶつけて、
　出血が止まらな
　い 、意識がない

小児（１歳以上16歳未満）の場合

＜やけど＞
●痛みがひどい広範囲のやけど
＜飲み込み＞
●ボタン電池等を飲み込む
＜事故＞
●交通事故にあった
●水に溺れている
●高所から転落

＜意識障害＞
●意識がない又はもうろうとしている
＜じんましん＞
●虫に刺された又は食べ物等で全
　身に発赤が出て顔色が悪い

●いつもとは様子がおかしい
＜けいれん＞
●けいれんが止まらない又は止まっ
　ても意識が戻らない

●くちびるの色が
　紫色で、呼吸が
　弱い

おなか

●ためらわずに救急車を呼んでほしい症状
大人（16歳以上）の場合

＜吐き気＞
●冷や汗を伴うような強い吐き気
＜飲み込み＞
●食べ物をのどに詰まらせて、呼吸
　が苦しい
●変なものを飲み込んで、意識がない
＜事故＞
●交通事故にあった
●水に溺れている
●高所から転落

＜意識障害＞
●意識がない又はもうろうとしている
●脱力感
＜けいれん＞
●けいれんがとまらない
●けいれんが止まっても意識がない
＜けが・やけど＞
●大量の出血を伴う外傷
●広範囲のやけど

●突然のしびれや腕、足
　に力が入らなくなる

●突然の激しい痛み
●吐血や下血がある

●顔の半分が動き
　にくい、又はしび
　れる
●笑うと口元や顔が
　左右非対称
●視野が欠ける
●うまく話せない

●突然の激しい頭痛、
　高熱
●一人では立っていら
　れない

●突然の激痛
●急な息切れ、
　呼吸困難
●胸が締め付けら
　れるような痛み
　が続く
●痛む場所が移
   動する手足

頭
顔

胸

腹

１歳未満の乳児

手足

胸

顔
頭
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

9月号

出会いの
号

扉
2014年 ９月の休館日

１日８日15日
21日　22日
23日　29日
30日～10/8臨時休館

＜一般書＞　�
　著者は、東日本大震災の
体験を通して感じた「自分
の暮らしは自分でつくりた
い」という思いから狩猟・
解体を始めた20代女性。食
卓に肉が並ぶまでに、生き
ものを捕らえ（あるいは育
て）、締めて、捌くという「過
程」があることを思い出さ
せてくれる。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　ポッダとポッディという
まずしい夫婦がいました。
ポッダは家に残った最後の
お金を持って買い物に出か
けますが、買ってきたのは
食べ物ではなくたまねぎの
タネ。ポッディはかんか
んに怒りますが、ある日庭
いっぱいにたまねぎが実っ
ていることに気づくのです。
� （かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

どんぐりむらのどんぐりえん なかやみわ・学研教育出版 か

ピンクだいすき！ ピレット・ラウド・福音館書店 か

うみの100かいだてのいえ 岩井俊雄・偕成社 ロ

サーカス ピーター・スピア・福音館書店 ロ

児　

童　

書

つくもがみ 京極夏彦・岩崎書店 か

爆発の科学 板倉聖宣・小峰書店 か

かいけつゾロリの大まじんをさがせ！ 原ゆたか・ポプラ社 ロ

もっと　しごとば 鈴木のりたけ・ブロンズ新社 ロ

一
般
実
用
書

街場の共同体論 内田樹・潮出版社 か

塩レモン・塩ゆずレシピ 高橋雅子・池田書店 か

京セラフィロソフィ 稲盛和夫・サンマーク出版 ロ

病から詩がうまれる 大井玄・朝日新聞出版 ロ

一
般
読
み
物

紫匂う 葉室麟・講談社 か

物語ること、生きること 上橋菜穂子・講談社 か

かばん屋の相続 池井戸潤・文藝春秋 ロ

きみまろ「夫婦川柳」傑作選 綾小路きみまろ・小学館 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
9月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　11日（木）かもがわ図書館
　　　25日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　20日（土）かもがわ図書館

出 演 おはなしやさん
�『わたし、

解体はじめました』�
畠山�千春／著　木楽舎

『ポッダとポッディ』
シビル・ウェッタシンハ /作
松岡享子／訳　福音館書店店

今年は…
一日遊べる！

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
大お
お

地ち

　
葵
あ
お
い

さ
ん
の
「
加
茂
川
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「加茂川の
おじいちゃん」

吉備高原小学校　６年

大
おお

地
ち

　葵
あおい
さん

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
マ
ル

ち
ゃ
ん
と
い
う
お
と
な
し
い
犬
と
く
ら
し
て
い
ま
す
。
毎

日
、
野
菜
や
果
物
を
道
の
駅
に
持
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
中
休
む
時
が
な
い
ぐ
ら
い
働
い
て
い
る
け
ど
、
ぼ

く
が
遊
び
に
行
く
と
、
ナ
ス
の
畑
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

て
、
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
を
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ザ
リ
ガ
ニ
を

つ
る
時
に
は
、
竹
と
糸
で
作
っ
た
か
ん
単
な
つ
り
ざ
お
を

使
っ
て
つ
り
ま
す
。
エ
サ
に
は
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
を
使

い
ま
す
。
ぼ
く
も
教
え
て
も
ら
っ
て
つ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

そ
の
あ
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、「
ザ
リ
ガ
ニ
っ
て
食

べ
れ
る
ん
で
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ザ
リ
ガ
ニ
を
ゆ
で
は
じ
め
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
っ
て
本
当
に
食
べ
れ
る
の
か

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
ゆ
で
た
ザ
リ
ガ

ニ
を
食
べ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
い
し
く
な
さ
そ
う
だ
っ

た
の
で
、
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、

「
そ
ん
な
に
お
い
し
く
な
い
な
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
弟
が
せ
み
の
ぬ
け
が
ら

を
集
め
て
い
る
と
、
い
き
な
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、「
せ

み
の
ぬ
け
が
ら
っ
て
、
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
た
ら
お
い
し

い
ん
だ
っ
て
。」

と
言
っ
て
天
ぷ
ら
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ぼ
く
も
な
ん

と
な
く
食
べ
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
た
の
で
、
塩
を
つ
け
て

食
べ
て
み
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
あ
ま
り
お
い
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、

一
つ
し
か
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
弟
は
、

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
。」

と
言
っ
て
、
五
つ
ぐ
ら
い
食
べ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

に
、
本
当
に
食
べ
ら
れ
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
沖
縄
で
は
、
ぬ
け
が
ら

だ
け
で
は
な
く
、
せ
み
本
体
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
し
て
い

る
し
、
漢
方
薬
と
し
て
も
、
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
ま
き
を
使
い
ま
す
。だ
か
ら
、

時
々
ま
き
割
り
を
や
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
最
初
に
や
っ
た

時
は
、
全
然
割
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、

「
た
た
く
時
は
、
た
た
く
所
を
し
っ
か
り
最
後
ま
で
見
て

お
の
を
振
り
下
ろ
す
ん
で
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
う
ま
く
ま
き
を
割
れ
る
回

数
が
前
よ
り
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
き
が
一
回
で
ス
パ
ッ

と
、
割
れ
た
時
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

　

今
で
は
、
弟
も
い
っ
し
ょ
に
ま
き
を
割
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
ま
だ
ま
だ
、
ま
き
に
お
の
が
う
ま
く
あ
た

ら
な
く
て
、
台
に
し
て
い
た
切
り
か
ぶ
に
お
の
が
さ
さ
る

ば
っ
か
り
し
て
、
台
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
結
局
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
そ
の
台
を
割
っ
て
、
ま
き
に

し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
ぼ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
事
や
初
め

て
や
る
事
な
ど
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で
、
ぼ
く
た
ち
に
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

inきびちゅうおう
11月22日（土）10：00～15：00
場所●ロマン高原かよう総合会館 ★３Ｄメガネで見る　宇宙銀河シアター

★作家北川チハルおはなしライブ
★�くらしき作陽大学児童文化部「ぱれっと」
の歌あそびと人形劇
★レインボーさんの語りと人形劇
　�まだまだあるよ、本とあそぼうコーナー、
折り紙のへや、工作コーナー、ブックリ
サイクルなど

一日こども図書館フェスティバル

・軽食の販売があります。
・送迎バスがあります。
・�ブックリサイクルにご
　協力ください。

９／30（火）～
10／８（水）

特
別
整
理
期
間
で
休
館
し
ま
す
。

図
書
館
２
館
の
本
を

点
検
整
理
す
る
た
め

の
臨
時
休
館
で
す
。チラシは９月配布予定です。



便

お
め
で
と
う
満
１
歳

石
本　

一
真
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

い
し
も
と　

か
ず
ま

平成25年９月23日生まれ

これからも元気に大きく育って
ね(*^_^*)

仁
澤　

美
晴
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

に
ざ
わ　

み
は
る

平成25年９月22日生まれ

楽しい思い出いっぱいつくろうね☆
生まれて来てくれてありがとう☆

亀
山　

湊
ち
ゃ
ん
（
北
）

か
め
や
ま　

み
な
と

平成25年９月23日生まれ

笑顔いっぱい(*^^*)すくすく大
きくなってね。家族みんなで成
長を楽しみにしてるよ♪

武
村　

朋
佳
ち
ゃ
ん
（
田
土
）

た
け
む
ら　

と
も
か

平成25年９月19日生まれ

笑顔いっぱいの明るい女の子に
なってね。

石
井
実
奈
美
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

い
し
い

み

な

み

平成25年９月21日生まれ

笑顔がステキなみなみちゃん。
元気に大きくなってね。

小
﨑　

結
華
ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

こ
さ
き　

ゆ
い
か

平成25年９月７日生まれ

結華 １才のお誕生日おめでとう(^^)
たくさん遊んで、色んな経験をして、
元気で優しい女の子に育ってね☆
                     お父さん・お母さんより

草
地
三
千
花
ち
ゃ
ん
（
加
茂
市
場
）

く
さ
ち

み

ち

か

平成25年９月11日生まれ

みーちゃん♡
かわいすぎてたまりません♡
毎日幸せをありがとう♡
　　　　　　　　　　　父、母より

石
井　

悠
雅
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

い
し
い　

ゆ
う
が

平成25年９月４日生まれ

お兄ちゃんと仲良く元気に
たくましく成長してね。

藤
井　

礼
美
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

ふ
じ
い　

れ

み

平成25年９月９日生まれ

お誕生日、おめでとう♪
パパも、ママも、れみちゃんから元気を
もらってるよ。ありがと。大好きだよ♡
一緒に、たくさん色んな事をしようね。
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お便りと写真ありがとうございました。

　７月６日、上竹荘公民館で上竹荘婦人会が同地区幼児クラブの子どもたちを招待して、七
夕祭りを開催しました。
　この日は婦人会員、幼児クラブの子どもと保護者約60名が参加。婦人会員による紙芝居や
バルーンアートづくりを行い、大きな笹に子どもたちの願い事を書いた短冊をつけました。
　その後行われた流しそうめんでは、そうめんの他にもミニトマトやみかん、チョコレート
などが流れ、子どもたちは上手にすくっておいしそうに食べていました。
　最近は、子どもたちと関わることが少なくなっていますが、私たちも若返って、楽しいひ
と時を過ごすことができました。今後も七夕祭りを続けていきたいと思います。
� 上竹荘婦人会　会員一同

　この会は、平成24年度に町図書館の主催で開催された「立石おじさんの語りの学校」を卒
業したメンバーを中心に結成された語りの会です。
　現在、メンバーは11人で活動しており、町内にある社会福祉施設や小学校で、子どもから
お年寄りまで楽しめる昔ばなしの語りをボランティアで行っています。
　また、図書館で開催される行事へも参加して、語りを披露しています。皆さまぜひ聴きにき
てください。

　いつでもメンバー募集中！！
　本が好きな方、読み聞かせや語りが好きな方、私たちとぜひいっしょに活動しませんか？
　月に１回（第２木曜日）ロマン高原かよう総合会館で練習を行っています。
　男女は問いません。興味のある方は、下記までお問い合わせいただくか、練習会場へお気軽
にお越しください。
【お問い合わせ先】
　　　かもがわ図書館　☎0867－34－1115　　ロマン高原かよう図書館　☎0866－54－1331

加賀語りの会　どんぶらこ
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
宇
宙
の

学
校
で
行
わ
れ
た
熱
気
球
実
験
の
模

様
で
す
。

　
親
子
で
共
に
学
び
、
実
験
を
行
う

こ
の
学
校
は
、
終
始
参
加
者
の
笑
顔

や
歓
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
お
盆
も
過
ぎ
、
秋
の
気
配
が
訪
れ

る
と
思
い
き
や
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳

し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
本
号
９
頁
へ
も
掲
載
し
て
い
ま
す

が
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
。

　
こ
の
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、
台
風
の
多

い
こ
の
時
期
を
「
二
百
十
日
」（
立

春
か
ら
数
え
て
２
１
０
日
）と
呼
び
、

農
繁
期
を
前
に
台
風
の
襲
来
に
よ
る

風
水
害
に
備
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
岡
山
県
は
比
較
的
災
害
が
少
な
い

地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

51
年
の
台
風
17
号
、
平
成
２
年
の
台

風
19
号
で
は
農
作
物
な
ど
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
予
測
が
つ
き
に

く
い
雨
に
よ
る
災
害
も
近
年
で
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
何
時
や
っ
て
き
て
自
分
自

身
が
巻
き
込
ま
れ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

ご
家
族
で
災
害
に
関
す
る
備
え
や
、

避
難
所
な
ど
に
つ
い
て
再
度
確
認
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

石
井

　宇宙の学校
　６月28日、かもがわ総合スポーツ公園体育館で KUMA宇宙の学校（主催＝
JAXA宇宙教育センター、子ども・宇宙・未来の会、町教育委員会）が開催さ
れ、15組の親子連れが参加しました。
　これは、自然科学をテーマとした実験や工作を行うことで、好奇心や冒険心
を育むことを目的に開催されたものです。
　オリエンテーションでは、子ども・宇宙・未来の会平

ひら
林
ばやし
　久
ひさし
会長が「恐れな

い心、不思議に思う心、作り出す心の３つの心を大切にしてください」と話さ

　人権スポーツふれあい教室
　７月10日、上竹荘小学校で「人権スポーツふれあい教室」（主催＝岡山人権啓発活動地域ネットワーク協議会）
が開催され、54名の児童が参加しました。
　この教室は、子どもたちにスポーツを通じて人権について理解を深めてもらうことを目的に開催されたもので、
当日は、岡山シーガルズの神

かん
田
だ
千
ち
絵
え
さん、今

こん
野
の
加
か
奈
な
子
こ
さん、川

かわ
島
しま
亜
あ
依
い
美
み
さん、東

ひがし
万
ま
純
すみ
さんの４選手が同校を訪問。

４選手からそれぞれの体験をもとに失敗を通じて仲間の大切さを知るなどのメッセージが伝えられました。
　その後、選手のサーブ、アタックなどを見学し、児童全員で基本技術のレシーブやパスの練習をしました。そ
の後、シーガルズの選手も交えたソフトバレーボールのミニゲームが行われると、体育館全体に子どもたちの笑
顔と歓声があふれていました。

　レインボーフェスティバル2014 ～十五の夜～
　７月19日、ロマン高原かよう総合会館前で「レインボーフェスティバル2014～十五の夜～」（主催＝レインボー
フェスティバル実行委員会）が開催されました。
　多くの子ども連れの家族などでにぎわう中、ステージでは吉備中央児童合唱団、かよう備中神楽伝承道場によ
る神楽、吉備中央町うらじゃ“まほろば”によるうらじゃ踊りなどが行われ、会場は盛り上がりました。
　また、地元住民によるバザーもにぎわいを見せていました。
　最後は、倉敷天領太鼓が打ち上げ花火に合わせて迫力のある和太鼓を披露。夜空に広がるきれいな花火を見な
がら、夏の夜を満喫していました。

れ、宇宙に関しての授業が行われました。
　その後、親子で一緒にナイロン袋を利用して作った熱気球を飛ばすと、大きな歓声があがっていました。

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６ー５４ー１３０１

日　時　９月28日（日）　17：00開演　16：30開場
場　所　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
料　金　一般前売 2,000円（一般当日 2,500円）　
　　　　高校生以下前売 500円（高校生以下当日 700円）
　　　※ 未就学児は無料。（保護者の方のお席で膝の上でご覧ください。ただ 

し、お席が必要な場合は、高校生以下チケットをご購入ください）
　　　※全席自由席
　　　※ この公演の入場料は、合併10周年記念事業のため、特別料金となっ 

ています。

チケット販売場所　 ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、井原出張
所、総合福祉センター、ぎんざやプレイガイド（岡山市）、山陽新聞社サービスセ
ンター（岡山市）、天満屋ハピータウンリブ１階サービスカウンター（総社市）、
ポルカ天満屋ハピータウン２階ハピーカウンター（高梁市）、サンプラザ１階イ
ンフォメーション（真庭市）、チケットぴあ（Ｐコード：237－908)、岡山県音楽
文化協会（岡山市）

主　催　ロマン高原かよう総合会館　　共　催　岡山県音楽文化協会

　国際的な公演活動を展開す
る太鼓芸能集団「鼓童」。トー
クをはさみながら、和太鼓の
楽しさを近い距離で感じてい
ただける公演です。体験コー
ナーもございますので、お年
寄りから子供まで楽しめます
ので、ぜひご家族そろってお
越しください。

チケット発売中


